
議 事 日 程

第７回定例会

R４.７.６ 午前 10 時

狛江市防災センター４階会議室

１ 審議事項

２ 報告事項

な し

－議会報告－

（１） 令和４年狛江市議会第２回定例会の結果について

－行政報告－

な し

－事務報告－

（１） 狛江市立公民館の活動の記録（令和３年度）について

（２） 公民館居場所事業「夏休み子ども・中高生スペース」の事業概要について



■令和４年狛江市議会第２回定例会の結果について

（会期：令和４年５月 26 日～６月 17 日）

○議案（教育委員会関連）

○一般質問の質疑・答弁の概要（教育委員会関連）

議案 結果

議案第 21 号 令和４年度狛江市一般会計補正予算（第１号） 可決

質問者 質問 答弁（答弁者）

学校教育課

西村 議員

○狛江市の学校でも生理用品を配布してい

ただきたいが、いかがか。

貧困世帯への支援策なのか、生活必需品と

しての配置なのか、公共サービスの在り方

として、その必要性について市全体で総合

的に検討していくべきものと考える。生理

用品の学校への配置について一律に学校に

求めることは考えていない。 （教育部長）

○オストメイト未対応の緑野小学校の今後

の設置予定は。

今年度中に改修を予定している。

（教育部長）

鈴木 議員
〇都の検査体制整備計画に基づき学校等の

検査を実施することで良いか。

学校単位で申請することができ、申請した

学校が２校ある。 （教育部長）

加藤 議員

〇子育て支援及び教育環境の充実を目的と

して、学年を限定した給食費の無償化なら

狛江市においても実現可能と考えるが、市

の見解を伺う。

給食費の無償化は、現段階においては、一

般財源をもって充当することになるので、

市全体、あるいは子育て関連施策全体の中

で、慎重に検討・判断していくべきものと

考える。 （教育部長）

〇来年度、給食費の値上げをしないように、

補助を引き上げていただきたいと思うが、

市の見解を伺う。

無償化同様に、公費負担の見直しについて

も、子育て関連施策全体の中で、慎重に検

討・判断していくべきものと考える。なお、

現時点では給食費を見直すための検討会の

開催予定はない。 （教育部長）

〇財政的にも、多子世帯の給食費補助制度

なら実現可能と思うが、市の見解を伺う。

現段階においては、一般財源をもって充当

することになるので、市全体、あるいは子

育て関連施策全体の中で、慎重に検討・判

断していくべきものと考える。（教育部長）
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学校教育課

松﨑 議員
○学校徴収金の口座振替手数料の考え方に

てついて、伺う。
受益者負担と考えている。 （教育部長）

指導室

宮坂 議員 ○包括的性教育の教育長見解について

子供たちの健全な育成を図るためにも発達

の段階に応じて生命尊重の視点で性に関す

る正しい知識を身に付け、適切な意思決定

や行動選択ができるよう、教職員の共通理

解を図るとともに、保護者や地域との連携

と理解を十分に得ながら性教育に取り組む

ことが重要と考えている。 （教育長）

小野寺 議員

〇鳴門市の取組みを参考に、教育における

フェーズフリーについて、少しの時間でも

取り入れることは大切だと考えるが、これ

について伺う。

フェーズフリーの考え方が各校での取組み

の一助となるよう、教務主任会や生活指導

主任会等で事例の共有を図りたい。

（教育部長）

松﨑 議員
〇タブレットの持ち帰りを２年生からとし

た理由を伺う。

導入の段階では、タブレットの使い方や、

情報モラルを教師の指導の下で、確実に身

に付ける段階でもあり、段階に応じた指導

が必要なため。 （教育部長）

吉野 議員

〇なぜネット中傷が起こるのかを、加害す

る側、被害を受ける側といった考え方では

なく、哲学的な見地から深めていくことが

必要ではないか。

情報モラル教育から一歩踏み込んで、より

よいデジタル社会の一員となるためのデジ

タルシチズンシップ教育を進めたい。

（教育部長）

〇学校での 18 歳成人を踏まえた問題意識

と課題

契約等でのトラブルが懸念される。現代社

会で生きていく力を育成していくことが肝

要と考える。 （教育部長）
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指導室

三宅 議員

〇教育現場における不偏不党の考え方は

教育基本法に教育の中立性が定められてい

る。学校教育では主権者教育として、社会

の出来事を自ら考え、判断し、主体的に行

動することができる子どもを、社会科や特

別活動などをとおして、育成している。

（教育部長）

〇小中学校における選挙等に関わる教育は

どのように行われているのか。

社会科や公民分野、道徳、特別活動などを

通じて、社会の出来事を自ら考え、判断し、

主体的に行動することができる子どもを育

成している。 （教育部長）

〇主権者教育における外部機関との連携は

外部講師を招聘した主権者教育を実施して

いる。生徒の政治の仕組みや投票への興味

関心が高まった。 （教育部長）

○政党が地域や教育現場に出張っていく可

能性は

政治的中立が求められていることから難し

い。 （教育部長）

教育支援課

太田 議員
○学校は医療的ケア児受け入れをどう考え

るか。

就学支援委員会で検討協議、合意形成を図

る。 （教育部長）

社会教育課

三角 議員

〇アーバンスポーツの代表であるスケート

ボードパークの整備を図る狛江市の見解

は。

新たに運動施設を整備する際には、幅広い

年代の意見を聞いて、若者も含めて多くの

市民の方々の利用が期待できる、魅力の一

つとなるような施設にしたい。

（教育部長）

石井 議員

○歴史資料の保管については、１箇所にま

とめて保管することが理想と考えるがいか

がか。

それぞれの資料の性質や活用の度合いに応

じた保管方法を検討することが望ましい。

（教育部長）

平井 議員

〇第３期狛江市教育振興基本計画（狛江市

教育大綱）で示されている文化財の保存、

公開に関する施策の方向性について伺う。

狭い市域のなかで、古民家園や古墳公園等

とのネットワークや訪問された方々にテー

マに沿って楽しんでいただける取組等を含

めて効果的なあり方について検討していき

たい。 （教育部長）
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※ 詳細については、後日発行される議会報や議会ホームページ掲載の議事録を御確認くだ

さい。

図書館

しの 議員

〇新図書館そのものに否定的な意見が見ら

れるが、基本方針の基本的な考え方につい

て、教育委員会としてはどのように考えて

いるか。

基本方針の下、市民センターの老朽化への

対応や、図書館機能の充実を求める市民の

声に応えるため新図書館整備を着実に進め

ていきたい。 （教育部長）

鈴木 議員

〇電子図書の課題について、市はどのよう

に考えているか。

電子書籍、電子図書に対して様々な見方が

あるが、従来型の紙書籍の図書館に加えて

電子図書館を活用し、ハイブリットライブ

ラリーとして提供することで、市民が利用

シーンに応じて活用ができる相互のメリッ

トを活かせる運用を考えている。

（教育部長）

○（現）商工会館の場所に地下書庫を作る

のは蔵書の保全という点でリスクが大きい

のではないか。

浸水被害への対応については、建物の入り

口に止水板を設けるとともに、郷土史など

の重要な資料は３階に配置し、万が一浸水

被害があった場合でも対応できるようにす

る予定。 （教育部長）
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事務報告(１)






















































